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研究成果の概要（和文）：　健康長寿を達成するためには、咬合や咀嚼機能がきわめて重要な役割を果たしてい
ると推察される。そこで本研究では、約1000名の高齢者を対象に15 年間のコホート研究を行い、歯や口腔機
能、またそれらの変化が、全身の健康状態や疾患の罹患、ならびにQOLに及ぼす影響について明らかにすること
を目的とした。
　15年間で、歯の平均喪失数は3本であった。また、咬合力は15年間で有意に減少した。また、ベースライン時
の口腔機能不良は、15年後の心疾患の発症に有意に関連していた。

研究成果の概要（英文）： It is guessed that dental occlusion and a masticatory function play an 
extremely important role to bring health and longevity. In this study, we conducted a cohort study 
for 15 years among elderly people of an average of approximately 65 years old to examine change 
general health and disease, oral health and oral function.
  The average of teeth loss was 3. The occlusal force decreased significantly in 15 years. Oral 
dysfunction at baseline was significantly associated with the onset of heart disease after 15 years.

研究分野： 老年歯科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の結果、口腔機能の不良は長期的に全身疾患の発症に関連することが明らかとなった。
　口腔機能の維持が健康寿命の延伸につながることや、口腔機能の低下が全身疾患の罹患を招くことが示唆さ
れ、高齢者における歯や口腔機能を維持することで、医療費および社会費用の削減につながる可能性が示され
た。この結果は、医療関係者のみならず、日本国民へと広く影響を及ぼすことができると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高齢者において，加齢に伴う歯数

の減少を防ぐのは，困難であること
が多い．しかしながら，生じた欠損
に対して，補綴治療を行うことで口
腔機能が維持もしくは改善するこ
とはこれまでにも報告されている
(1)．我々はこれまでに，5 年のコホ
ート研究によって，咬合力を維持す
ることが高齢者の口腔関連 QOL の
低下を防ぐことを明らかにしてき
た(2)．また，咬合や咀嚼などの口腔
機能を維持することにより，必要な
栄養素を摂取が可能となり，全身の
健康を良好に保つことができるこ
とは想像に難くない．  
 これまでに，残存歯数は，心疾患
や脳卒中などの循環器系疾患の罹患や，生命予後に影響を及ぼしていることが報告されている
(3)．我々も，5 年のコホート研究の結果，残存歯数が生活習慣病への罹患に影響を及ぼしている
ことを報告した．また，10 年のコホート研究の結果，歯の喪失が高血圧の罹患に影響を及ぼし
ていることを報告した．  
 口腔の状態が全身の健康状態に及ぼす影響を明らかにするためには，さらに長期間の縦断的
研究が必要であるが，歯数だけではなく咬合力や咀嚼能率といった口腔機能や口腔関連 QOL を
同時に検討した縦断的研究はこれまでにみられない． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，これまで我々
が日本学術振興会の科学研
究費（平成 16～18 年度 基
盤研究 B：口腔関連 QOL 評
価法の確立と咀嚼，味覚なら
びに補綴治療との関連）を得
て培ってきた一般市民の高
齢者約 1000 名のデータベー
スを最大限に活用する．これ
までそのデータベースを利用し，ベースラインから 5 年後の調
査さらには 10 年後の調査を行い，口腔機能の変化が高齢者の
QOL や全身疾患に及ぼす影響を明らかにしてきた（平成 22～
24 年度 基盤研究 C：高齢者コホートにおける歯と口腔機能な
らびに生活の質に関する 5 年間の追跡調査，平成 25～26 年度 
若手 B：咬合と咀嚼機能が創る健康長寿に関する 10 年間のコ
ホート研究）．今回はさらに 5 年間追跡調査することで，ベースライン時の歯や口腔機能が，15
年後の全身疾患の罹患や QOL，生命予後に影響を及ぼすかどうかを明らかにする． 
 
 
３．研究の方法 

(1) 対象者 
対象者は，これまで我々が行ってきた地域在住高齢者約 1000 名のデータベースを最大限活用

する．2002～2003 年度ベースライン調査に参加した大阪府老人大学講座の元受講生へ追跡調査
の参加を呼びかけ，研究参加への同意が得られた者を被験者とする．  

 
(2) 調査項目 
①口腔内検査 
歯と補綴状況の検査として，視診と触診により歯数，齲蝕や補綴状況等を記録する．また，口

腔機能検査として，咬合力，咀嚼能率，唾液分泌速度について検査をおこなう． 
②全身状態の評価 
全身の健康状態の自己評価と高血圧，心疾患，糖尿病，脳卒中，悪性腫瘍の既往ならびにそれ

に関する服薬についての問診を行う．また，体重，体脂肪率，内臓脂肪量，筋肉量，骨量，体水
分量，基礎代謝量などを，マルチ周波数体組成計（タニタ社）によって測定し，BMI の算出を行
う． 
  
 
 



４．研究成果 
<15 年間の口腔状態・口腔機能変化> 

2002～2003 年度のベースライン調査に参加
した 658 名中 228 名が 15 年後の追跡調査に参
加した．15 年間での喪失歯数は，平均 3.2 本
であり，喪失なしの者は 27.5％のみとなった．
ベースライン時の歯数，咬合力，グミゼリーに
よる咀嚼能率スコアの中央値（四分位範囲）
は，それぞれ 27.0（24.0-28.0）（本），415.7（270.2-
538.8）（N），5.0（4.0-7.0）であった．15 年後
の歯数，咬合力，グミゼリーによる咀嚼能率ス
コアの中央値（四分位範囲）は，それぞれ，24.0
（18.8-27.0）（本），311.7（178.3-519.7）（N），
6.0（5.0-7.0）であった．ウィルコクソン符号付
き順位検定により，ベースライン時と 15 年時
との比較を行ったところ，歯数（p <  0.001），
咬合力（p < 0.001）は有意な差を認めたが，グ
ミゼリーによる咀嚼能率スコア（p = 0.381）
は，有意な差を認めなかった． 
 
＜口腔と全身疾患との関連＞  
ベースライン時，歯の本数が 20 歯未満，咬

合力が 200N 未満，グミゼリーによる咀嚼能率
スコアが 2 以下のいずれかひとつでも満たす
者を，口腔機能不良群と定義した．その結果，
23.6％の者が口腔機能不良群となった．ベース
ライン時，心疾患，高血圧，糖尿病罹患してい
た者を除外し，新たにそれらの疾患の発症と
口腔機能不良との関連を検討した．口腔機能
不良群の心疾患発症率は19.0％（42名中8名），
良好群の心疾患の発症率は 6.9％（102 名中 7
名）であり，カイ二乗検定の結果，口腔機能不
良は，心疾患の発症（p = 0.030）に有意な関連
を認めた．しかしながら，高血圧の発症（p = 0.673），糖尿病の発症には（p = 0.177）有意な関連
を認めなかった， 
 また，歯数の変化を四分位数に従い喪失なし群，喪失歯 1-2 本群，喪失歯 3-5 本群，喪失歯 6
本以上群に分類し，新たな心疾患，高血圧，糖尿病罹患との関連を検討したところ，歯の喪失は，
心疾患の発症と有意な関連を認めた（p = 0.24）． 
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